
 

山形県内各地域の脱炭素に係る 

実践活動事例（取り組み）を 

紹介してください！ 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

実践活動収集対象 

報告方法 

実践活動発表会 

山形県内でデコ活（脱炭素実践活動）の取組みを実施して

いる団体、企業、学校、行政機関等で、その取組みが他へ

波及・実践することが期待できるものとし、継続性の見込

める取組みとする。 

裏面の報告用紙を、提出先に提出してください。 

報告用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

（http://eny.jp/eco-cup/） 

全報告団体から８団体程の方々に、実践活動発表会（令和

７年 10月 1８日(土)午後、山形ビッグウイング予定）に

て事例を紹介していただきます（各団体 10分程度）。 

主 催：「エコカップ やまがた 2025」実行委員会   

共 催：特定非営利活動法人山形県自動車公益センター、山形県環境保全協議会 

後 援：山形県、山形県教育委員会 

報告締切 

9 月５日(金) 
 

この事業は、「地域における地球温暖化防止活動促進事業（環境省間接補助事業）」を活用し実施しています。 

 

 

第 19 回 

ⒸYOC 

 

昨年度「エコカップやまがた大賞」を受賞した 

「長井市」は 2025年 2月に開催された「脱炭素チ

ャレンジカップ 2025」に出場し、「優秀賞」を受

賞しました。 

http://eny.jp/eco-cup/


 

 

 

※記入上の注意事項 

・活動内容がわかる写真や資料等があれば、添付してください。 

・メールでの提出が可能です。報告用紙は、以下からダウンロードできます。 

・過去の参加団体の取り組み、報告用紙記入例については、下記に掲載しています。 

「エコカップやまがた 2025（http://eny.jp/eco-cup/）」 

活動団体の名称  

住所・連絡先 

住所（〒   -    ）         電話              

 

担当者名  

FAX   E-mail  

活動の名称  

取組み内容 

※活動の規模や期間、事業の効果

（CO2 削減量などの実績や数値で

示せる内容など）をご記入くださ

い。また、以下の推薦項目を留意し

て御記入ください。 

①二酸化炭素の削減効果やカーボン 

ニュートラル社会への貢献度 

②継続性・持続性 

③地域や社会への貢献度 

④先進性・独自性 

⑤地域連携・発展性・波及性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CO2 の削減量・ 

削減貢献度 

削減量は具体的な数値を記載ください。貢献度はセミナー参加人数、設置個所等 

 

活動開始日 年   月  ～ 

特に PR したい点 

 
 
 

【ご提出・問合せ先】「エコカップやまがた 2025」事務局 

山形県地球温暖化防止活動推進センター(NPO法人環境ネットやまがた) 

[TEL] 023-679-3340 [FAX] 023-679-3389 

[E-mail] ecocup@eny.jp [住所]〒990-2421 山形市上桜田 3-2-37 

[FAX] 023-679-3389 [E-mail] ecocup@eny.jp 

 
「エコカップやまがた 2025」報告用紙 

 

○「デコ活」とは…… 

2050年カーボンニュートラル及

び 2030 年度削減目標の実現に

向け、2022 年度 10 月に発足し

た国民の皆様の行動変容・ライフ

スタイル転換を強力に後押しする

ための国民運動です。 

http://eny.jp/eco-cup/
mailto:ecocup@eny.jp

